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作成年月日 令和２年１０月２１日 
作 成 部 局 企画県民部芸術文化課 

 
令和２年度兵庫県文化賞・科学賞・スポーツ賞・社会賞及び芸術奨励賞 

受賞者の決定 
 

県民文化の高揚、科学技術の向上、スポーツの振興及び明るい地域社会づくりに

貢献された方々の功績を讃える標記四賞の本年度受賞者について決定しましたので、

お知らせします。受賞者には、副賞として市野雅彦氏（平成 23 年度兵庫県文化賞受

賞者）が制作した丹波焼のオブジェを贈ります。 
 また、芸術の分野で優れた業績をあげ、将来一層の活躍が期待される新進から中

堅の芸術家を顕彰する芸術奨励賞の受賞者についても決定しましたので、あわせて

お知らせします（副賞として 30 万円を贈呈）。 
 
１ 令和２年度の受賞者数   

 個 人 団 体 計 
兵庫県文化賞 ５    ０ ５ 

兵庫県科学賞 ４    ０ ４ 

兵庫県スポーツ賞 ３    ０ ３ 

兵庫県社会賞 ２ １ ３ 

兵庫県芸術奨励賞 ５ ０ ５ 

計 １９ １ ２０ 

 
２ 贈呈式 

  (1) 日 時  令和２年１１月１０日（火）１４：００～ 

   (2) 場 所  兵庫県公館大会議室 
 
３ 受賞者の概要 

  別紙のとおり 

 

（参考） 令和元年度までの受賞者数 

区        分 制定年度 
令和元年度までの受賞者数 

合  計 個  人 団 体 
 兵庫県文化賞  昭和23年度     ４３６     ３８９      ４７ 
（うち兵庫県国際文化賞）  昭和34年度 （  １１）   （ １０）  （   １） 
 兵庫県科学賞  昭和32年度     ２６０ ２４０       ２０ 
 兵庫県スポーツ賞  昭和39年度     ３４８     ３０９       ３９ 
 兵庫県社会賞  昭和47年度     １４１       ８８       ５３ 
 兵庫県芸術奨励賞 平成５年度   １４０   １３０     １０ 

合        計  １，３２５  １，１５６ １６９ 
 

（問い合わせ先）企画県民部知事公室芸術文化課企画運営班 ℡ 078-362-9077 
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(1) 兵庫県文化賞  

（五十音順・敬称略、年齢は 11 月 3 日（表彰期日）時点） 

氏名・年齢・住所 役職名等 分野 業績･活動 

市野
い ち の

 年成
としなり

(71) 

丹波篠山市 

   

陶芸家、元大阪

芸術大学教授 
陶芸 

丹波焼の伝統を踏襲しながら、現代的な感性を加

味した独自の作風を追求。黒釉や白丹波、陶漆な

どに取り組む。国内外の展覧会に出展するととも

に、丹波焼の器と料理のコラボレーションを図る

など、丹波焼の理解促進にも貢献。また、大学教

授等として後進の育成にも当たっている。 
（主な受賞歴） S59 半どんの会及川記念文化賞 

H4  兵庫県新進芸術家奨励金交付 等 

栗田
く り た

 明子
あ き こ

 (86) 

芦屋市 

   

(株)日本著作権

輸出センター相

談役 

文化振興 

（出版） 

著作権輸出のパイオニアとして、日本の著名作家

の作品を、ドイツ・フランスをはじめとする欧米

各国に紹介。兵庫県ゆかりの作家である、小川洋

子氏や筒井康隆氏、村上春樹氏などの作品を海外

出版に結びつけ、現地で高い評価を得るなど、出

版を通じた文化交流の振興に尽くした。 
（主な受賞歴）H9  フランス文化省シュバリエ賞 

H20 図書館サポートフォーラム賞 

R1 井植文化賞（文化芸術部門） 等 

田島
た じ ま

 征彦
ゆきびこ

（80） 

淡路市 

   

絵本作家、染色

家、版画家 
絵画 

染色の技法を用いた独自の作風により「じごくの

そうべえ」をはじめとした多くの読者に親しまれ

る絵本を制作するなど、日本を代表する絵本作家

の一人。平成 13 年に淡路島へ移住し、以来、淡

路島を舞台として、人や自然と向き合った作品を

精力的に制作し続けている。 

（主な受賞歴）S51,S61 世界絵本原画ビエンナーレ金牌 

S54 絵本にっぽん賞 

H27 日本絵本賞大賞  等 

坪内
つぼうち

 稔典
ねんてん

(76) 

大阪府箕面市 

    

俳人、（公財）柿

衞文庫理事長 
俳句 

俳人として自らの創作活動を行う一方、柿衞文庫

の理事・理事長として江戸時代に伊丹で開かれた

俳諧塾「也雲軒」を再興したほか、小中学生の俳

句募集などを実施。「誰もが気軽にできる俳句」

をモットーに、地域の人々が言葉の魅力に触れる

機会を創出した。 

（主な受賞歴） H13 中新田俳句大賞スウェーデン賞 

H16 京都市文化功労者 

H22 第 13 回桑原武夫学芸賞 等 

時里
ときさと

 二郎
じ ろ う

 (67) 

加西市 

  

詩人、兵庫県現

代詩協会会長 
現代詩 

多彩でしなやかなことばと精巧な文体で、独自の

世界を構築。平成 30年に出版した詩集「名井島」

では、高見順賞・読売文学賞を受賞するなど、近

年の活躍もめざましい。詩集の選者や書評・詩評

にも定評があるほか、講演などの啓蒙活動にも取

り組んでいる。 
（主な受賞歴） H16 現代詩人賞 

H30 高見順賞 

H30 読売文学賞 等 
  

別 紙 
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(2) 兵庫県科学賞 

（五十音順・敬称略、年齢は 11 月 3 日（表彰期日）時点） 

氏名・年齢・住所 役職名等 分野 業績･活動 

櫻井
さくらい

 秀明
ひであき

（61） 

神戸市西区 

 

川重原動機工

事(株)代表取

締役社長 

工学 

【「グリーンガスエンジン」の開発】 

川崎重工業において、効率が高く環境負荷も小さ

い「グリーンガスエンジン」の開発をプロジェク

トマネージャーとして先導。同エンジンは現在も

世界最高レベルを維持し、エネルギーの有効活用

や環境負荷の低減、災害に強い分散型発電の市場

拡大に貢献している。  

城
しろ

 宜嗣
よしつぐ

（63） 

姫路市 

 

兵庫県立大学

大学院生命理

学研究科教授 

理学 

【生体内での鉄の機能に関する構造生物化学研究】 

生体内微量元素である鉄の生理機能と、生体内で

の鉄の運搬・吸収・貯蔵・濃度感知の分子機構を

解明するため、SPring-8 やスーパーコンピュータ

「京」を活用した構造解析と、実験室における機

能解析を組み合わせた研究を展開。生物無機化学

分野の第一人者として高く評価されている。 

（主な受賞歴）H25 理化学研究所重要業績表彰 

H27 理化学研究所名誉研究員 

R1  錯体化学会貢献賞 等 

濱田
は ま だ

 博司
ひ ろ し

（70） 

大阪府豊中市 

   

理化学研究所生

命機能科学研究

センターチーム

リーダー 

理学 

【体の左右非対称性にかかる研究】 

多くの動物の内臓の形や位置が非対称であるこ

とに着目し、世界で初めて左右非対称に発現する

遺伝子を発見するとともに、左右非対称性が生じ

る機構を解明。また、理化学研究所多細胞システ

ム形成研究センター長として、高い研究レベルの

維持と地域連携に貢献した。 
（主な受賞歴）H26 紫綬褒章 

H26 慶応医学賞 等 

林
はやし

 祥剛
よしたけ

（66） 

西宮市 

  

神戸大学名誉教

授（元神戸大学大

学院医学研究

科、保健学研究

科教授） 

医学 

【新興・再興感染症の国際共同研究拠点形成】 

インドネシアの神戸大学新興・再興感染症国際

共同研究拠点において、Ｂ型肝炎ウイルスなど

の感染症について臨床病理学的、遺伝疫学的研

究等の共同研究を推進し、人々の安全と安心を

守るための国際協力と人材育成に寄与した。基

礎医学研究では、ヒトゲノム内に存在するウイ

ルス断片の働きにかかる仮説を提唱した。 
（主な受賞歴）H23 日本臨床分子形態学会論文賞 等 
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(3) 兵庫県スポーツ賞 

（五十音順・敬称略、年齢は 11 月 3 日（表彰期日）時点） 

氏名・年齢・住所 役職名等 分野 業績･活動 

井川 弘光（79） 

神戸市垂水区 

  

兵庫県卓球協

会会長 
卓球 

40 年以上にわたり兵庫県卓球協会会長等として、

競技力の向上と卓球競技の普及に尽力。主催大会

の充実や指導者研修を通じた指導者の育成、女性

対象の競技会の創設などを推進。全日本選手権ホ

ープス・カブ・バンビ大会を県内に誘致し、継続

開催するなど、その手腕を発揮している。 
（主な受賞歴）R1 兵庫県体育協会体育功労賞 等 

尾山
お や ま

 基
もとい

（69） 

芦屋市 

  

(株)アシック

ス代表取締役

会長ＣＥＯ、

兵庫県体育協

会副会長 

スポーツ 

振興 

世界的なスポーツ用品メーカーである㈱アシック

スの代表取締役会長ＣＥＯを務めるかたわら、H26

からは県体育協会副会長を務め、世界的な視野で、

本県における競技力向上やスポーツ振興、健康増

進に関する取り組み等を推進。ラグビーワールド

カップ 2019 やワールドマスターズゲームズ 2021

関西にも関わり、関西・世界のスポーツ振興を牽

引している。 

（主な受賞歴）H24 神戸市産業功労者表彰 
R1 兵庫県体育協会体育功労賞 等 

平川
ひらかわ

 和文
かずふみ

（71） 

神戸市東灘区 

   

神戸大学名誉

教授 

スポーツ 

振興 

運動生理学の知見を踏まえ、児童生徒の体力向上

や競技力向上を推進。兵庫県スポーツ振興基本計

画策定委員会体力向上専門部会長等として、県教

育委員会と連携して児童生徒の体力向上に取り組

む。また、スポーツ能力に優れた小学生を見いだ

し、トップアスリートの育成に尽力した。 

（主な受賞歴）H26 日本体力医学会奨励賞 等 
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(4) 兵庫県社会賞 

（個人／団体順・五十音順・敬称略、年齢等は 11月 3 日（表彰期日）時点） 

氏名・年齢・住所 役職名等 分野 業績･活動 

小林
こばやし

 公正
こうせい

（69） 

朝来市 

 

（公社）兵庫

県保育協会代

表理事・会長、

（公社）全国

私立保育園連

盟代表理事・

会長、（社福）

兵庫県社会福

祉協議会理事 

児童福祉 

兵庫県保育協会の役員として、保育人材を確保す

るための就職フェアを実施するなど、保育事業の

振興・充実に尽力。全国組織の会長として国へ政

策提言を行うほか、県社会福祉協議会理事や県社

会福祉法人経営協議会理事として福祉人材の確保

や社会福祉法人の地位向上に取り組んだ。 
（主な受賞歴）H21 兵庫県功労者表彰（福祉功労） 

H25 厚生労働大臣表彰（社会福祉 

事業関係団体功労者） 等 

安岡
やすおか

 秀美
ひ で み

（83） 

洲本市 

   

デイジー淡路

代表、「樫の木

グ ル ー プ 」 

元代表 

障害者福祉 

昭和 49 年に視覚障害者の学習・読書を支えるため

に、朗読奉仕活動を行う「樫の木グループ」を設

立。平成 12 年には「デイジー淡路」を設立し、デ

イジー（ＣＤ化）に踏み切った。検索が容易で、

音質の劣化がないデイジー図書への移行は、兵庫

県内の朗読奉仕の世界に改革をもたらした。 
（主な受賞歴）H3  兵庫県こうのとり賞 

H21 ともしびの賞 

H29 兵庫県功労者表彰（地域活動功労）等 

兵庫県
ひょうごけん

人権
じんけん

教育
きょういく

研究
けんきゅう

協議会
きょうぎかい

 

（設立後 70 年）神戸市中央区 

  

人権教育 

民間の人権教育研究団体として、県内各地の人権

同和研究団体との連携のもと、部落差別をはじめ

あらゆる人権問題の解決をめざす。地域における

人権学習素材を発掘・収集し、県内に発信するとと

もに、人権教育入門講座を開催。長年にわたる取り

組みは、県の人権教育の発展に大きく寄与した。 

  



6 
 

(5) 兵庫県芸術奨励賞  

（五十音順・敬称略、年齢は 12 月 31 日時点） 

氏名・年齢・住所 役職名等 分野 業績･活動 

池内 響(32) 

イタリア・ミラノ 

 

声楽家（バリト

ン） 
声楽 

多くのオペラ作品でバリトン歌手の本流を行く

安定した歌唱を発揮。芳醇で深みのある声と華や

かな立ち姿でファン層を広げている。現在もヨー

ロッパの最前線で研鑽を続ける一方、帰国時には

地元・姫路などの兵庫県内で度々コンサートを開

催している。 
（主な受賞歴）H26 姫路市芸術文化奨励賞 

H28 坂井時忠音楽賞 

              R1 サルヴァトーレ・リチートラ声楽 

コンクール 1位（イタリア） 等 

北口 大輔 (42) 

西宮市 

 

チェロ奏者、日

本センチュリー

交響楽団首席チ

ェロ奏者 

器楽 

複数のプロオーケストラを経て、平成 23 年から

日本センチュリー交響楽団首席チェロ奏者に就

任。その力量は専門家からも高い評価を受けてい

る。近年はジャズやロックの演奏にも取り組むほ

か、自ら作曲・編曲を行うなど、新たなチェロ演

奏の境地を開拓している。 

（主な受賞歴）H12 大阪府舞台芸術奨励賞新人賞 

H14 ビバホールチェロコンクール特別賞 

R1 大阪文化祭賞奨励賞（センチュリ

ージャズカルテットに対し） 等 

東影 智裕（42） 

姫路市 

 

美術家（彫刻） 彫刻 

動物の頭部をモチーフに、象徴的で細密に形作

る、独自の表現を追求。国内外で多くの企画展に

招待・出品しているほか、県立美術館における個

展も予定されている。平成 28年、ポーランドに 1

年間滞在。現地の国際学会で講演を行うなど、今

後さらなる活躍が期待される。 
（主な受賞歴） H24 タグボートアワードグランプリ 

H28 五島記念文化賞美術新人賞 

R1 黒川録朗賞 

山村 幸則(48） 

西宮市 

 

美術家（現代美

術） 
現代美術 

陶芸制作を出発点に、平面、立体、映像、インス

タレーション、パフォーマンスと幅広い表現を用

いる。土地の歴史、文化、人々との関わりの中に

独自の視点で着想し、展開させる。平成 19 年に

は県立美術館において展覧会を開催したほか、県

内各地の芸術祭ではパフォーマンスや映像作品

などを多数発表している。 

（主な受賞歴）H22 神戸市文化奨励賞 

H25 六甲ミーツ・アート芸術散歩 2013 

公募大賞準グランプリ 等 

若杉 聖子(43） 

三田市 

 

陶芸家、京都市

立芸術大学准教

授 

陶芸 

泥漿鋳込み成形によって制作する白磁の作品は、

繊細かつ凛とした独自の世界を展開しており、現

代陶芸界に大きな影響を与えた。平成 27 年には

文化庁の海外研修制度によりフランスに派遣。国

内外で個展・グループ展を精力的に開催するほ

か、講演会やワークショップを開催している。 

（主な受賞歴）H17 国際陶磁器展美濃審査員特別賞 

H17 織部ｸﾗﾌﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ大賞銀賞 

H19 工芸都市高岡ｸﾗﾌﾄｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ奨励賞 

 


